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なるものであり、「伝わる」技術を身につけることが重要である。
第３章　「伝わる」は７階建て構造
　まずは１階のゴール設定に始まり、上階へ上るに連れて２階は納得感、３
階は相手ベース、４階は見える化、５階は聞く力、６階は親近感、７階は信
頼感というようにビルの構造となる。
第４章　「伝わる」人が実践している４つの行動
　その中の１つに、トラブルの多くは「伝えていない」ことに起因すること
が多い。なぜ伝えていないのか、それとも伝わらないのか、そこには感情の
欠如や認識不足といった側面がある。
第５章　「伝えるのが面倒な人」への対応策
　起こり得る困難な状況において、どのような策を講じるべきか指針が示さ
れている。クレームに関しては、思考をマイナスからプラスへと捉え方を変
える「ポジティブ価値化」を意識することが有効である。

　全編にわたり「誰でも身につく36の伝わる法則」が網羅されている。本の
帯にもクイズが出されているが、「ここに1本のバナナがあります。あなたの
一言で、『食べてみたくなるバナナ』にしてください。」 この答えの一例が「高
級マンゴーよりうまいと評判のバナナです。」とされている。これは、比較
の法則を活用しているわけだが、これまで自然とやっていたこと、やれてい
なかったことが改めて文字となって整理され、可視化されたような気になる。
　そもそも本のタイトルの言葉について、「なぜバナナなのか？」、その答え
は「伝わる」構造の中の「親近感」を意識したからである。「なぜ100文字な
のか？」、これには伝わる技術として「数字の法則」が用いられている。ま
た100文字は記憶にも残りやすい。「なぜ『伝えてください』なのか？」、こ
れは読者に向け、興味を持ってくれた人に「自分ゴト」として捉えてもらう
ために用いられたものなのである。
　我々学校の教員は、話すことが仕事だと言われる。生徒を前にしてわかり
やすく言葉で伝えることが欠かせない。学校に限らずビジネスの場でも同じ
ことだろう。果たして我々は「伝わる」ことをどれだけ意識して話している
だろうか。著者からもこの本の使い方として、「何度も読み返してください」
と書かれているように、手元に置いておきたい本である。
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　テレビ番組やSNSでこの言葉を聞くことが多くなった。2022年度より高校
での金融教育が必修化するなど、「お金」に関する知識の需要は高まってい
る影響だろう。「お金」に関する知識は、今もっとも求められている知識と
いえるのではないか。商業教育に携わっている私は、日々「お金」に関する
知識を教える立場である。この知識については、常日頃思うことがあった。
それは、「知らない」ということよりも、「勘違い」していることが多いとい
うことだ。例えばそれは、「お金」が悪いイメージをもつものであったり、「お
金持ち」のイメージが悪いイメージだったりすることだ。なぜこのようなイ
メージなのか。おそらくこのことは、私たち教育者の責任であるのだろう。「お
金」に関してはトラブルなども多く、教育することといえば、そのようなト
ラブルに合わない方法や手段だったりするのである。そのような教育ばかり
していては、よいイメージを持たないのは当たり前なのではないだろうか。
　そこで、本著の出番だ。本著【誰でもできるのに９割の人が気づいていな
い、お金の生み出し方】では、この「勘違い」といえる「お金」に関する知
識をアップグレードすることができ、「今までは勘違いしていたかもしれな
い」ということに気づかせ、考えさせてくれる内容になっている。
　本著では、まず「お金」とはいったいどのようなものなのかを教えてくれ
る。「お金」の役割や、私たちはどのようにして「お金」を使用しているの
かを改めて学ぶことができる。次に、お金に関する「知識」がある人と、な
い人の違いは何なのか。その差がどのような結果を生み出しているのかを教
えてくれる。これ以外にも、様々な「お金」に関する疑問や、漠然とした私
たちが感じている不安を、本著を読むことによって解決できるだろう。その
中でも特にご紹介したい内容として、ここでは第２章【人がお金を払っても

『欲しい！』と感じる心理】について、紹介したいと思う。
　この第２章では「お金」に関する人の心理が解説されている。特に大切な

「誰でもできるのに９割の人が気づいて
いない、お金の生み出し方」
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心理として、「三大欲求」があるという。ここでの「三大欲求」は食欲など
の欲求を示すもではなく、人がお金を払う欲求になる。それは、「お金」「人
間関係」「健康」の三つであると紹介されていた。確かに考えてみると、投
資の情報やセミナーなど「お金」に関する商材はあふれているし（この本も
そうであろう）、最近利用されるようになってきたマッチングアプリや婚活、
ブームになることがある占いなども「人間関係」の商品だ。SNSはもちろん、
ファッションやアクセサリーなど自己表現するものもこの「人間関係」とい
えるかもしれない。「健康」に関しては言うまでもない。食品、器具、ダイエッ
トなどの方法など、沢山のことがこの「健康」に当てはまる。私自身も、自
分が「お金」をかけている部分の大半がこの欲求にあてはまっていることに
気が付いた。しかし、この欲求に対して深く考えたことはなかった。消費者
側では、自身の欲求を理解し、分析する必要はあまりないためだ。だが、生
産者側ではそうもいかないのだ。この、人がもつ欲求を理解することで、商
品、サービスが作られ、「お金」を動かしていることを認識する必要がある
と著者はいう。この「お金に関する三大欲求」を知り、理解することで、商
品やサービスを作る際に大きく役に立つことが理解できた。むしろ知らない
と、商品やサービスにならないといっても過言ではない気すら今はしている。
　このように「お金」に関する知識は、「なるほどな」とすぐ納得できることや、
簡単なことで意外とあふれているのだ。今私たちがもっとも得るべき「お金」
の知識や考え方は、この「お金に関する知識は難しい」という思いこみを払
拭することなのかもしれない。
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　ここ数年の間に、会議や打ち合わせなどの場で進行役を務めることが増え
てきた。これまでの活動や経験を評価されての任務であると素直に喜びたい
が、そもそも私にはその経験があるわけではなく、オリジナルの進行手法を
確立しているわけでもない。とりあえず、これまでの進行役の諸先輩方や前
任者の方々の手法を思い返しつつ、自分なりにアレンジしながら行き当たり
ばったりでこれまでなんとかこなしてきた。しかしながら、会議のたびに、
ふらふらと低空飛行を繰り返し、何とか軟着陸させているばかりでは、参加
者の精神的負担が大きいであろう。なにより私自身の精神的負担が軽減され
ないし、成長にもつながらない。そこで、進行役つまりファシリテーターと
いうものについてきちんと勉強しようと一念発起し、本書を手に取った。
　本書の著者である平石直之氏は、テレビ朝日のアナウンサーである。著者
は、入社後、キャスターからローカルレポーター、海外勤務など様々な現場を
経験し、2019年よりABEMAの「ABEMA Prime」という番組の進行を務め
ている。ABEMAとは、サイバーエージェントとテレビ朝日が共同出資する
株式会社ABEMATVが運営するインターネットテレビ局であり、ライブス
トリーミング放送とビデオオンデマンド放送を行っている。また、「ABEMA 
Prime」（以下、アベプラ）とは、ABEMAで平日の夜に２時間にわたって
生配信されており、普段地上波放送のテレビを視聴しない若者向けに制作さ
れた報道番組である。番組では、個性的なゲストを招き、ゲスト同士で討論
を通じてニュースを解説してくスタイルを取っている。時に、ゲスト同士の
個性がぶつかり合い、言い争いに発展することも、熱くなったゲストが持ち
時間を超えて語り続けてしまうこともあるが、これらはこの番組の大きく特
徴づける要素でもある。また、配信中もtwitterなどから投稿される視聴者
のコメントを取り上げ、これらコメントに対してゲストがリアルタイムに受
け答えることも番組の特徴のひとつである。著者は、次々に寄せられるコメ
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